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38秋本病院ブリーフレター

●秋本病院の今・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.1～2
秋本病院がめざす緩和ケア

●地域とのつながり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.3

●トピックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.4

クリスマスコンサート

緩和ケア病棟の食事はこんな感じです

70名を超える患者様とご家族に参加いただきました

舞鶴中学校 職場体験学習
西南学院大学 インターンシップ
秋本亮一院長は
「ライジング福岡」のチームドクターです

●千一夜医話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.5
医療制度改革と医療崩壊

●検査の話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.6
尿試験紙検査

●スタッフの横顔・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.6
看護師 宮崎こずえ
薬剤師 中村恭子

「全人的なサポートをめざして」
緩和ケアセンター長・医学博士 永山  淳
「言葉に表れない部分まで汲みとりたい」
企画室長・医療ソーシャルワーカー 内田 浩稔

’08 JAN    　vol.

秋本病院がめざす「緩和ケア」

巻頭エッセイボランティアが育むもの
　新しい年を迎え、何かを始めたいと思っている方も多いでしょう。趣味に

生きよう。旅行をしよう。そんな選択肢のひとつに、人の役にたちたいとい

うのもあるのではないかと思います。

　思い返せば、日本でボランティアという概念がクローズアップされたのは、

1995年1月の阪神・淡路大震災がきっかけだったといいます。被災地の状

況や増え続ける犠牲者の様子がテレビなどで大々的に伝えられ、同時に復興

や被災者の支援にあたる「災害ボランティア」の活躍も注目を浴びました。

このことが日本のボランティア普及に大きな影響をもたらし、1995年を「日

本のボランティア元年」とする流れができたというのです。

　ボランティアという言葉はもともと、「志願者、志願兵」を意味しています。

誰かから言われるわけでもなく、自分から志願することで活動を行おうとい

うものです。この、自ら志願し、社会や地域に貢献していこうとする能動的

な精神を「ボランタリズム」と呼び、ボランティアの基礎をなす根源とされ

ています。こういうと何やら難しそうですが、実際にボランティアに関わっ

ている人が異口同音に語るのは、活動から生まれる社会関係やネットワーク

など、ボランティアにはさまざまな可能性があるということです。たとえ小

さなことであっても、自分にできることを提供することでさらに自分の人生

を豊かにすることができれば、これこそ人生の喜びかもしれません。

・・・・・・
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２
０
０
７
年
７
月
に
、秋
本
病
院「
緩
和
ケ
ア
病
棟
」を
開
設
し
て
か
ら
６
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る「
ホ
ス
ピ

ス
」と
呼
ば
れ
る
施
設
で
す
が
、
一
般
的
に
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け

れ
ど
、
実
際
に
ど
ん
な
治
療
を
行
う
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
、
緩
和
ケ

ア
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
と
同
時
に
、当
院
が
め
ざ
す「
緩
和
ケ
ア
」を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋
本
病
院
が
め
ざ
す「
緩
和
ケ
ア
」

 Palliative Care Palliative Care

■
緩
和
ケ
ア
と
は

ホテルのようなシンプルなインテリアが特徴。都市型
施設にふさわしい、モダンな雰囲気を大切にしています

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、
治
癒
を
め
ざ
し

た
積
極
的
な
治
療
の
効
果
が
期
待
で
き
な

く
な
っ
た
患
者
様
に
対
し
て
、
か
ら
だ
の

痛
み
や
こ
こ
ろ
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
、
有

意
義
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
援
助
し
ま

す
。
病
気
を
治
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
治

療
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
体
の
痛
み
を
取
り

除
き
、
食
欲
不
振
や
全
身
の
倦
怠
感
、
呼

吸
困
難
、
不
眠
、
不
安
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

症
状
を
和
ら
げ
る
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。
患
者

様
が
常
に
自
分
ら
し
く
、
豊
か
な
人
生
の
時

間
を
送
れ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
ご
家
族
も

含
め
て
よ
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
治
療
な
の
で
す
。

■
秋
本
病
院
の「
緩
和
ケ
ア
」

　

当
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
さ
れ
て
い

る
患
者
様
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
は
も
ち

ろ
ん
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
お
問
い
合

わ
せ
を
さ
れ
た
方
、「
家
族
や
友
人
に
勧
め
ら

れ
て
」
と
い
う
口
コ
ミ
に
よ
る
ご
利
用
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
方
が
お
ら
れ
ま
す
。利
用
の
理

由
と
し
て
は
、「
自
宅
が
近
い
」「
ご
家
族
の
勤

務
先
が
近
い
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
福
岡
市
営

地
下
鉄
、
西
日
本
鉄
道
、
西
鉄
バ
ス
が
利
用
で

き
、
天
神
か
ら
も
徒
歩
圏
と
い
う
、
都
市
型
施

設
な
ら
で
は
の
ア
ク
セ
ス
の
よ
さ
が
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
和

風
の
し
っ
と
り
し
た
雰
囲
気
が
多
い
の
で
、

秋
本
病
院
の
ホ
テ
ル
ラ
イ
ク
な
雰
囲
気
や

イ
ン
テ
リ
ア
が
好
き
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
６
ヵ
月
が
経
ち
、
ス
タ
ッ

フ
間
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
も
実
施
し
て
い
く
予

定
で
す
。

患
者
様
と
ご
家
族
の
身
体
と
心
の
痛
み
を
癒
し
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

病室
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抗
が
ん
剤
を
は
じ
め
と
し
た
治

療
の
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
が
ん

で
亡
く
な
る
方
は
依
然
と
し
て
多

く
、
我
が
国
で
は
年
間
30
万
人
を
超

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

末
期

が
ん
の
８
割
ほ
ど
に
耐
え
が
た
い

痛
み
が
生
じ
る
と
い
わ
れ
、
痛
み
の

た
め
に
心
の
平
安
が
失
わ
れ
、
人
間

ら
し
い
生
活
が
送
れ
な
く
な
る
こ

と
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
、

痛
み
に
対
す
る
薬
を
正
し
く
使
え

ば
、
が
ん
の
痛
み
の
ほ
と
ん
ど
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
痛

み
の
ほ
か
に
も
体
の
む
く
み
や
吐

き
気
、
夜
よ
く
眠
れ
な
い
な
ど
の
症

状
を
抱
え
て
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る

患
者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
症
状
も
、

薬
や
ケ
ア
の
工
夫
で
か
な
り
和
ら

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
「
緩
和
ケ
ア
」と
は
、
こ
う
し
た
が

ん
に
伴
っ
て
生
じ
る
苦
痛
な
症
状

を
和
ら
げ
、
そ
の
方
が
そ
の
方
ら
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
め
る
治
療
の
こ
と
で
す
。 

が
ん

の
方
の
味
わ
う
苦
痛
は
身
体
的
な

こ
と
だ
け
と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

ご

家
族
と
の
時
間
が
失
わ
れ
る
つ
ら

さ
、
お
仕
事
や
自
分
の
役
割
が
果
た

せ
な
く
な
っ
た
無
念
の
思
い
な
ど

を
抱
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。 

治
療
費
な
ど
の
経
済

的
な
負
担
も
苦
し
み
の
一
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

緩
和
ケ
ア
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
医
療
が
ほ
と
ん
ど
目
を

向
け
て
こ
な
か
っ
た
、
こ
う
い
っ
た

部
分
に
も
重
点
を
置
き
、
医
師
や
看

護
師
だ
け
で
な
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん
を

全
人
的
に
支
え
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
へ
の
入
院
は
、
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
と
の
面
談
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

入
院
相
談

に
は
、
医
療
的
な
側
面
や
社
会
的
な
側
面
、
そ
し
て

精
神
的
な
側
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
必
要
に

な
る
た
め
、
当
院
で
は
担
当
医
師
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
が
同
席
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、「
相
手
の
話
を
し
っ
か
り

聴
く
こ
と
」＝「
傾
聴
」
が
大
切
で
す
。 

患
者
さ
ん
や

ご
家
族
は
、
時
に
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
悲
し
み

や
苦
し
み
、
そ
し
て
心
の
痛
み
な
ど
を
抱
え
て
お
ら

れ
ま
す
。 

効
果
的
な
質
問
に
よ
り
、
あ
る
程
度
限
ら

れ
た
時
間
内
に
相
手
が
訴
え
よ
う
と
し
て
い
る
「
核

心
部
分
」を
つ
か
め
る
よ
う
努
力
し
ま
す
し
、
共
感
的

態
度
で
安
心
感
や
信
頼
感
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で

す
。 

内
容
的
に
も
か
な
り
重
た
い
も
の
に
な
る
た
め
、

面
接
に
は
１
時
間
か
ら
２
時
間
と
い
う
時
間
を
要

し
ま
す
。 

十
分
な

対
応
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
現

状
で
は
１
日
１
件

の
対
応
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

ど
う
か
ご
理

解
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　食事は入院生活の大きな楽しみですから、患
者様のご希望に極力添えるよう努力していま
す。 酸味が苦手な方でしたら酢の物をサラダに
変更したり、やわらかなものを食べたいと言わ
れればご飯をお粥にしたりと、素材を変えずに
調理方法を変える工夫は日常のことです。 その
他、メニューの変更やお好きなデザートを追加
したりすることも多いです。 最近では、リクエス
トの多かったカレーを急きょ献立に加えたとこ
ろ、とても喜ばれました。 また、栄養士と調理師
は、患者様と同じ献立をいただいて、その日の味
を把握しています。 食べ残しをチェックして、週
に1度はご意見を伺い、好きなものや食べられ
るものをできるだけおいしく食べていただける
よう努めています。          （栄養課スタッフ一同）

「
言
葉
に
表
れ
な
い

  

部
分
ま
で
汲
み
と
り
た
い
」

「患者さまの要望に応えるお食事を」

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
食
事
は

こ
ん
な
感
じ
で
す
！

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
食
事
は

こ
ん
な
感
じ
で
す
！

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
食
事
は

こ
ん
な
感
じ
で
す
！ある日の献立は、トンカツ、きんぴら、すまし汁、

フルーツ、ヤクルト。少しでも食欲がわくように
食器は陶磁のものを使い、盛り付けや見栄えにも
気を遣っています

入院のご相談や病院ボランティアのお問い合わせは、当院の医療ソーシャルワーカー・内田までご連絡ください。 ☎092-771-6361

医
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

受付と相談室（2F）
プライバシーを守り、じっくりお話するため、
独立した相談室を設けています

「
全
人
的
な

  
サ
ポ
ー
ト
を
め
ざ
し
て
」

 

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
医
学
博
士

永
山  

淳

な
が
や
ま 　

じ
ゅ
ん

企
画
室
長
・

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

内
田 

浩
稔

う
ち
だ 　

ひ
ろ
と
し
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地域とのつながり地域とのつながり
秋本病院では、恒例となった「中学生の職場体験実習」や、大学生のインターンシ
ップ受け入れなどを通じて、地域との連携を深めてきました。また、当院院長の
秋本亮一は、福岡のプロバスケットボールチーム「ライジング福岡」のチームド
クターも務めています。地元を愛し、そして地元に愛される病院でありたいとい
うのが、秋本病院の願いです。

舞鶴中学校 職場体験学習
2007年9月11日（火）～13日（木）

　まだまだ暑さの残る9月、舞鶴中学の2年生ふたりが、病
院診療の体験学習に来られました。これまでは女子が多かっ
たのですが、今年は珍しく2人とも男子となりました。処置
や看護を経験したり、目隠しをして目の不自由な状況を体験
する「アイ体験」などにチャレンジしてもらったり、3日間とい
う限られた時間のなかで、できるだけ多くの体験をしてもら
いました。実習後には「医療の現場に触れて、学校とは違っ
たよい勉強ができた」という感想をいただきました。

7月にオープンしたばかりの緩和ケア病棟（ホスピス）での実習が中
心となりました。インターン終了後に届いた感想をご紹介します。

西南学院大学  インターンシップ
2007年9月3日（月）～19日（水）

　担当看護師として3日間、元気な男子中学生のお世
話をしましたが、印象的だったのは、2人が患者様の
洗髪や足浴に挑戦したときのこと。おそるおそる、
まるで割れ物を扱うように、患者様の髪や足をそー
っと指先で洗っている姿はとてもかわいらしく、見
ていて新鮮でした。「将来どんな仕事に就いても、今
の優しい気持ちを忘れないでね」と母のような気持ち
になった3日間でした。

担当看護師からのメッセージ

“寄り添う心”の大切さを学びました

中園 智絵 なかぞの ともえ（西南学院大学 人間科学部社会福祉学科・4年）

　医療の現場でMSW(医療ソーシャルワーカー)が果たす役
割を自分の目で見てみたいと思い、実習に臨みました。緩
和ケア病棟での業務を中心に、面接にも同席しました。ホ
スピスに入院されるということは、これ以上積極的な治療
ができないということであり、患者様もご家族も何かしら
の葛藤や不安を抱えておられます。医療の面は医師や看護
師が担えても、心の部分は対応が難しいこともあります。
そのような場合に、患者様やご家族の不安を取り除き、寄
り添っていくのがMSWだと思
います。今回の実習で、改めて
MSWの必要性を感じました。
これから、もっと多くの人に
MSWの役割を知ってもらえる
よう努めたいと思います。

　福岡はバスケットボール王国。ミニバスケットボール、中学生、
高校生といずれも全国トップレベルで、数々の名選手を送り出し
てきました。その福岡に2007年、プロのバスケットボールチーム
「Rizing 福岡」が誕生しました。
　ニューマンヘッドコーチの厳しい指導もあり、10月30日の開幕
以来、日ごとに良いチームに育っています。12月現在で7勝7敗、
首位の高松ファイブアローズに逆転勝利するなど、好試合が目立
ちます。川面キャプテン（#11）のファーストブレイクやペネト
レーション（カットインプレー）、ジョシュ（#30）の3Pシュー
ト、JP（＃45）のリバウンド、ドンゴ（＃55）のシュートブ
ロックなどなど、すばらしいプレーがいっぱいです。しかしな
んといっても、ライジングの魅力はディフェンスです。「This 
is basketball!」ともいえる、一生懸命で激しいディフェンスはまさ
に感動的です。
　彼らのホームコートはアクシオン福岡、九電記念体育館、福岡
市民体育館、北九州市立総合体育館です。ぜひ足を運んでバスケ
ットボールの素晴らしさを堪能してください。そして、ライジン
グ福岡を応援してください!

 秋本 亮一院長は、
「ライジング福岡」の
   チームドクターです

http://rizing-fukuoka.com/

©Rizing Fukuoka/bj-league©Rizing Fukuoka/bj-league©Rizing Fukuoka/bj-league ©Rizing Fukuoka k.kambetsunawa/bj-league

入舟  亜矢看護師 いりふね   あや

秋本  亮一ライジング福岡チームドクター あきもと  りょういち

試合日程やチケットなどの情報はオフィシャルサイトでご確認ください。

バスケットボールが大好きなあなたへ

ライジング

あきもと    りょういち
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2007.12.15（土）14:30～15:30
秋本病院 2階フロア

美しいメロディーに、心も晴れて

「患者様とご家族とスタッフで、クリスマスソングを聴
く会をしたいね」。そんな思いつきから始まった今回の
企画。プログラムを相談したり、衣装を用意したりと、
仕事の合間の準備は思うようには進みませんでしたが、
皆さまの協力もあり、無事に当日を迎えることができま
した。不手際もあったと思いますが、今後もさまざまな
企画を実施していく予定です。次回もたくさんのご参加
をお待ちしております。（秋本病院 企画委員会）

秋本亮一院長より開会の挨拶。「たくさんのご参加をいただき、
ありがとうございます。皆さまどうぞ楽しんでくださいね」

バイオリン演奏の
美しい音色にうっとり

クリスマスソングはどれも美しい。
じっと聴き入ってしまいます

オカリナとギターを演奏するShanaさん。今回
はオカリナが二重奏になり、スケールアップした
演奏を聴かせてくれました

思わず、歌っちゃう!
記念写真を撮りましょうね!

出番を待つサンタクロースと
トナカイさん。
手伝っているのは誰？

当日、誕生日を迎えられたハッピーな患者様に
バースデープレゼントが贈られました。
おめでとうございます!

  「音楽を聴いて胸がジーンとした。お腹もやっぱり
　ジンジンします。これはどうしたことだろうか。
　たまらない。胸がつまる。感動、感動」
  「手づくりのクッキーをもらった。あったかい病院」

みんなにあるよ、安心してね。

「楽しまれてますか? 
  疲れてないですか?」

サンタクロースに背負われて
登場したトナカイさん!?

何もらったの、よかったね

70名を超える患者様と
ご家族に参加いただきました!

袋いっぱいのプレゼント!  
中身は、手づくりクッキーでした♪

  閉会の挨拶は、緩和ケアセンター長の永山淳から。
「また、このような会を持ちたいと思います」

サンタさん、
ありがとう!

秋本病院
クリスマスコンサートクリスマスコンサートクリスマスコンサートクリスマスコンサート

コンサートの後で
こんな観想が届きました。
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千
一
夜
医
話

千
一
夜
医
話

医
療
制
度
改
革
と
医
療
崩
壊

あきもと      りょういち
秋本  亮一

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　

２
０
０
７
年
12
月
15
日
の
午
後
、
私
た
ち
医

師
会
員
は
白
衣
を
着
て
福
岡
・
天
神
を
行
進
し

ま
し
た
。「
国
民
の
医
療
を
守
る
国
民
運
動
」
の

一
環
で
、
福
岡
県
医
師
会
・
福
岡
市
医
師
会
の

呼
び
か
け
で
「
国
民
医
療
を
守
る
緊
急
ア
ピ
ー

ル
行
進
」に
参
加
し
た
の
で
す
。

　
「
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
増
」「
介
護
難
民
・

介
護
危
機
」「
産
科
・
小
児
医
療
の
危
機
」「
医
師

不
足
」「
看
護
師
不
足
」「
救
急
患
者
の
た
ら
い
廻

し
」…

…

こ
の
よ
う
な
見
出
し
の
医
療
関
連
記

事
が
毎
日
の
よ
う
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。小

泉
内
閣
発
足
以
来
、
医
療
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

が
強
引
に
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
旗
印
は
財

政
再
建
。 

財
務
省
の
圧
力
の
も
と
厚
生
労
働
省
主

導
で
、高
齢
化
社
会
を
迎
え
増
大
す
る
医
療
費
を
如

何
に
抑
制
す
る
か
と
い
う
制
度
改
革
が
断
行
さ

れ
て
き
ま
し
た
。そ
の
ひ
ず
み
が
ど
ん
ど
ん
表
に

出
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
皆
さ
ん
も
、
毎
月
の
給
料
か
ら

引
か
れ
て
い
る
保
険
料
が
増
額
に
な
り
、
ま
た
長

期
療
養
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
病
院
を

転
々
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
身
近
に

体
験
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
早
く
も
見
直
し
が
必
要
な
状

況
に
来
て
い
ま
す
。そ
し
て
、医
療
費
抑
制
政
策

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
医
療
現
場
は
、

ま
さ
に
崩
壊
寸
前
で
す
。

　

崩
壊
は
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

産
科
・
小
児
科
医
の
不
足
に

よ
る
産
科
・
小
児
科
医
療
機
関
の
減
少
、
中
小
医

療
機
関
の
倒
産
の
増
加
、
勤
務
医
の
疲
弊
、
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
難
、
地
域
の
基
幹
病
院
の
統
廃

合…
…

日
本
外
科
学
会
も
今
年
の
総
会
で
、「
若
手

外
科
医
の
減
少
に
よ
り
、こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、外

科
医
が
い
な
く
な
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

医
療
の
安
全
は
、
患
者
様
の
み
な
ら
ず
私
た
ち
医

療
従
事
者
に
と
っ
て
も
切
な
る
願
い
で
す
。 

し
か

し
、
今
の
医
療
制
度
は
人
的
・
経
済
的
条
件
を
担

保
せ
ず
に
完
璧
な
安
全
を
要
求
し
、
ま
さ
に
竹
槍

と
大
和
魂
で
敵
を
撃
破
し
ろ
と
い
っ
て
い
る
の

と
同
じ
で
す
。 

加
え
て
、
事
故
が
起
こ
れ
ば
警
察

に
逮
捕
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
リ
ス
ク
が
高
い
科
の

医
師
が
減
る
の
は
当
然
で
す
。

　

日
本
の
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
は
世
界
に
誇
れ

る
す
ば
ら
し
い
制
度
で
す
。 

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で

そ
の
制
度
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
政

府
が
い
う
よ
う
に
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
の

は
事
実
で
す
か
ら
、
そ
の
中
で
国
民
の
健
康
を
守

り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
制
度
を
作
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

現
在
の
医
療
制
度
は
各
医
療
機
関
の

裁
量
の
余
地
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
ほ
と
ん
ど
政
府

に
統
制
さ
れ
て
い
ま
す
。経
済
優
先
の
現
政
権
の

方
針
で
は
、
国
民
医
療
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。衆
議
院
選
挙
は
そ
ん
な
に
遠
い
話
で
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。国
民
の
医
療
を
真
剣
に
考
え
て

く
れ
る
政
治
家
は
誰
な
の
か
、
日
本
の
医
療
を
守

り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
取
り
戻
す
た
め

に
よ
く
よ
く
考
え
た
い
も
の
で
す
。

院  長・医学博士

医療崩壊の現状は、小松秀樹氏の「医療崩壊　立ち去り型サボタージュとは何か－」
（朝日新聞社 刊）に詳しく述べてあります。興味のある方はご一読を。
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STAFF
PROFILE

　いちご、桃、梨にぶどうなど、たくさんの
おいしいフルーツが採れる浮羽町から高速バ
スで通ってくる、元気印のパワフルナース!  
その明るい笑顔でお年寄りのファン多し。デ
イルームでお茶のデートに誘われることもあ
るとか、ないとか……?
　手作り大好きで、休日にはクッキーやケー
キから、小物にスカートまで作ってしまう器
用さ。なんと、自分用の手術着まで手作り!　
頼まれれば、スタッフの小物もパパッとつくる
し、患者さんの散髪もしてくれる、そんな家庭
的な宮崎さん。お嫁に行く日も近い…かも!?

紹介者：熱い男・ホレイショが好き

　どんなに多忙でも、ゆとりがある時でも、
薬局に行くと必ず優しくあたたかい笑顔で
迎えてくれる中村さん。こちらが無理難題
を投げかけても的確なアドバイスをくれる、
とても頼りになる存在です。お薬のことも、
とてもわかりやすく説明してくれます。お
まけに中村さんといえば、秋本病院の5本の
指に入るほどスタイルが良いのです。ちなみ
に、スタイル維持には特に何もしていない
とか。機会があれば、その姿に注目してく
ださいね（笑）

紹介者：まるこ

尿
ｐ
Ｈ…

…

正
常
尿
は
弱
酸
性（
平
均
ｐ
Ｈ
６.

０
）で
す
が
、食
物
の
種
類
や
薬
剤
な
ど
で

容
易
に
変
動
す
る
た
め
、１
回
の
検
査
で
異
常
と
は
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン…

…

少
量
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン
が
尿
中
に
出
て
い
る
状
態
が
正
常

で
す
。肝
機
能
障
害
や
、赤
血
球
が
壊
れ
て
溶
血
が
起
こ
る
と
尿
中
の
ウ
ロ
ビ
リ
ノ
ー
ゲ
ン

が
増
加
し
ま
す
。

尿
蛋
白…

…

腎
臓
や
尿
管
な
ど
に
障
害
が
あ
る
と
、
血
液
中
の
蛋
白
が
漏
れ
て
陽
性
に
な

り
ま
す
。運
動
後
や
入
浴
後
に
一
過
性
に
蛋
白
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

尿
潜
血…

…

尿
潜
血
反
応
が
陽
性
の
場
合
、腎
臓
や
尿
管
の
結
石
、膀
胱
炎
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。た
だ
、
一
過
性
で
陽
性
を
示
す
こ
と
も
あ
り
、
１
回
の
検
査
で
判
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、女
性
は
生
理
中
の
尿
潜
血
反
応
は
陽
性
に
な
り
ま
す
。

尿　

糖…
…

尿
糖
検
査
は
一
般
に
ブ
ド
ウ
糖
を
指
し
、
糖
尿
病
を
診
断
す
る
第
一
歩
と
な

り
ま
す
。血
糖
値
が
一
定
限
度
を
超
え
る
と
、
腎
臓
か
ら
多
量
の
糖
が
尿
に
で
ま
す
。副
腎

皮
質
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
や
妊
娠
に
よ
り
陽
性
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ケ
ト
ン
体…

…

ケ
ト
ン
体
は
、脂
肪
が
燃
焼
し
た
時
に
生
成
さ
れ
る
成
分
で
す
。ケ
ト
ン
体

が
上
昇
す
る
主
な
病
気
は
、糖
尿
病
と
飢
餓
で
す
。

　
「
尿
試
験
紙
検
査
」
は
、
尿
検
査
の
代
名
詞

と
も
い
え
る
検
査
で
す
。当
院
で
は
、
尿
定
性

試
験
紙
と
分
析
器
を
使
っ
て
尿
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。採
取
し
た
尿
に
尿
試
験
紙
を
浸

し
、
分
析
器
で
測
定
し
て
判
定
し
ま
す
。尿
を

採
取
す
る
時
は
、出
始
め
の
尿
は
捨
て
、排
尿

途
中
の
中
間
尿
を
採
取
し
て
く
だ
さ
い
。た

だ
し
、
検
査
の
目
的
に
よ
っ
て
採
取
方
法
が

異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
の
指

導
に
従
っ
て
採
取
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ッ
フ
の
横
顔

職
員
の
素
顔（
？
）を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
お
二
人
を
紹
介
。

さ
て
、ど
ん
な
話
が
聞
け
る
か
な
？

あかるい笑顔で
 人気のナース。
特技は手作り♪

スリムな体に
優しさあふれる
 お薬のプロ。

薬剤師

中村  恭子
なかむら　きょうこなかむら　きょうこなかむら　きょうこ

薬剤師

中村  恭子
なかむら　きょうこなかむら　きょうこなかむら　きょうこ

薬剤師

中村  恭子
なかむら　きょうこなかむら　きょうこなかむら　きょうこ

看護師

宮崎 こずえ
みやざき　こずえ

看護師

宮崎 こずえ
みやざき　こずえ

看護師

宮崎 こずえ
みやざき　こずえ

 検査室長・臨床検査技師

野口  寛子
のぐち　　ひろこ

Check!!

検
査
の
話

検
査
の
話

検
査
の
話

「
尿
試
験
紙
検
査
」

検
査
結
果
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

尿試験紙は米国で開発された検査紙で、一般に細長い
プラスティック状のスティックに試薬を含ませ、乾燥
させた濾紙を貼りつけたものです。現在では１枚の尿
検査紙で１～10項目まで測定できます。

ろ し



Information of AKIMOTO

http://www.akimoto-hospital.jp

医療法人 AGIH

消化器内視鏡センター・健診センター
緩和ケアセンター

日本医療機能評価機構認定病院

年も明けて今年は平成20年。ということは、今年は平成生ま
れの人が成人になるということ。そのうち我が職場にも平成
生まれの人たちが増えてくると思うと、何だか急に歳をとっ
たような気になるのは、きっと私だけではないはず。(内田)

秋本病院では患者様に対するアンケート調査を定期的に行い、病
院運営の指針としています。今回の調査では、1000名を超え
る患者様のご意見をいただくことができました。この場を借り
て、ご協力いただいた患者様に改めてお礼を申し上げます。 
当院ではこの結果を真摯に受け止め、さらに地域や患者様に愛
される病院をめざして努力して参ります。

咳やくしゃみが出る時、咳やくしゃみが出そうになった時は、
まずティッシュで口と鼻をおおいましょう。ティッシュはゴ
ミ箱に捨て、よく手を洗いましょう。手洗い場が近くにない時
は、ウェットティッシュで代用できます。また、人ごみでは、で
きるだけマスクもつけましょう。なお、医師や看護師もマスク
をつけさせていただく場合がございます。ご了承ください。

編集後記

Patient's voice New Face

Manners
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2008年1月に組織変更を行い、受付スタッフが変
わりました。これからも笑顔で頑張りますので、
よろしくお願いいたします。

江口 理恵子 えぐち りえこ

11月19日から総務課でお世話になっている江口で
す。受付は、病院の顔となる業務なので、「毎日、
明るく、元気に」をモットーに仕事に取り組みたい
と思います。まだまだ失敗や間違いが多く、患者
様や職員の方にご迷惑をおかけしていると思いま
すが、少しでも早く仕事に慣れ、スタッフの一員
として戦力になれるよう頑張っていきたいと思いま
すので、ご指導の程よろしくお願いいたします。

島田 多恵子 しまた たえこ

一日も早く仕事に慣れ、患者様により良いサービス
が提供できるよう頑張ります。私の趣味は旅行で、
和菓子などを食べてゆっくりするのが好きです。特
に秋の京都は最高ですね。特技は料理とスノボーで
す。実家が山口県の日本海近郊ということもあっ
て、魚料理は得意です。スノボーは3年前に始めま
したが、冬になるのが待ち遠しいほど夢中です。こ
んな私ですが、皆さまよろしくお願いします。

  風邪やインフルエンザの季節
 “咳エチケット”を守りましょう!

   受付にて、マスクをサービスでお渡ししております。
 “咳エチケット”へのご協力をお願いいたします

2007年

2005年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 100%80% 90%

5 4 3 2

5 4 3 2

350300250200150

以前受診した

自宅が近所

知人の紹介

職場が近所

ホームページ

他院からの紹介

カンバン

電話帳

その他
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Ｑ. 外来で当院を利用された理由、経緯は？
■調査期間　2006.11.1～2007.1.29　■調査対象　外来患者1054名
以前に受診歴がある患者様が最も多く、約3人に１人はリピーターの患者様という結果になりま
した。2番目に多かったのは、「自宅が近い」という理由で受診されている地元の患者様で、
「知人の紹介」で受診されている“口コミ”の患者様も目立ちました。

Ｑ. 当院に入院された理由、経緯は？
■調査期間　2007.1.9～2007.7.12　■調査対象　入院患者116名
当院は救急指定病院のため、自ずと救急入院の患者様が多くなります。さらに、「自宅から近い」「か
かりつけ」「対応がいい」という理由が続くことは、地域の病院として身近に感じていただいてい
る証だと思われます。一方でHPによる利用は少なく、さらにPRに努める必要があるようです。

Ｑ. 当院の満足度を5段階で評価してください。
■調査期間　2005年：2005.3.4～2007.3.14　■調査対象　入院患者28名
■調査期間　2007年：2007.1.9～2007.7.12　■調査対象　入院患者116名
2005年の調査では、3割強だった「5」が5割を超え、8割を超える患者様が「4」「5」という高評価
をいただくことができました。これを励みに、さらに高い評価をいただけるよう努めて参ります。
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